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１．概要（Summary） 

外部から試料への光照射が不要な高感度なテラヘル

ツ近接場顕微鏡が、近年開発されている。その顕微鏡で、

二酸化バナジウム（VO2）細線に通電時に現れると期待さ

れるエバネッセント波を観測することを、最終的に目指し

ている。本課題では、SiO2/Si 基板上に形成された VO2

細線に対し、フォトリソグラフィと金属蒸着により、電極作

製を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 高速マスクレス露光装置 

 12連電子銃型蒸着装置 

 室温プローバーシステム 

【実験方法】 

電極作製は、下記の手順で進めた。 

1. SiO2/Si 基板上に合成された VO2細線を用意し、表

面にある多数の細線の中から、適切なサイズでクリー

ンな細線を、光学顕微鏡を用いて選び出す。 

2. 選んだ細線の形状に合った電極パターンをデザイン

する。そのパターンを高速マスクレス露光装置を用い

て、レジストがコーティング（およびベーキング）され

た基板に露光し、現像する。 

3. 現像後のレジストパターン付き試料に、12 連電子銃

型蒸着装置を用いて、電極用金属（Ti/Au）を成膜す

る。その後、リフトオフにより、所望の電極を得る。 

4. 室温プローバーシステムを利用して、試料の導通テ

ストを実施する。 

 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

現在用いている試料の合成手法の性質上、細線が形

成される基板上の位置を制御できない。そのため、得られ

た細線各々に応じて電極パターンをデザインし、露光する

必要が生じた。通常のマスクアライナーでは対応が容易で

はないと考えられるが、今回、パターンのデザインを容易

に修正できるマスクレス露光装置を使用することで、Fig. 1

のように、狙い通りの位置に効率良く Ti/Au蒸着膜を用意

することができた。 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

NIMS微細加工プラットフォームの渡辺様、中西様のご

支援をいただき、感謝申し上げます。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

Fig. 1 Optical image of the fabricated device 

with a VO2 wire. 


